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アスファル ト舗装内部における深さ方向の温度分布は,時 間依存型の非線形な分布形状をしている.こ の内部温度の推定

に関するこれまでの研究では,気 温と舗装体内温度 との相関式を用いて簡易的に把握する手法や,日 射による舗装体内への

入熱量を取り入れた推定手法等が提案されてきた.し かし,蓄熱特性の高いアスファル ト混合物は,昼 間に表層が高温にな

ると,同 時に多くの熱量を大気に向けて放出(赤 外放射)す ることが分かっており,こ れまでの解析モデルが必ずしも実現

象を満足するものであるとは言えない.本 研究では,舗 装表面における影響因子を明らかにしたより確かなモデルの提案と,

各因子の内部温度に与える影響を解析的,定 量釣に示すことを目的とする.
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1.は じめに

アスファル ト混合物は,そ の物性が温度に依存 した複

合材料である.こ のため,繰 り返し交通荷重を受ける舗

装の挙動や路面性状にも,混 合物層内の温度分布は影響

しているものと推測される.ま た,舗 装の支持性能評価

に用いられるFWDの 測定たわみ量も,舗 装体内の温度

による影響を受けるといわれ,昼 間と夜間での測定値に

顕著な違いがあるとの報告がなされており,こ のことか

ら解析的に求まる各層の弾件係数に対し,温 度補正曲線

による補正の必要性があると指摘されている.し かし舗

装構成材料の伝熱特性や,自 然環境に曝された舗装表面

における非定常な熱量の推移が,伝 熱問題をより複雑に

していることもあり,実 際の舗装体内の温度分布を解析

的に推定する手法を理論化することは難しい.ま た現行

の設計法では,舗 装の力学的挙動が舗装内部の温度分布

に依存することに対する十分な考慮がなされていないも

のと思われる.1)

これまでに舗装内部の温度分布を推定する解析手法は

幾つか提案されてきた.日 最高 ・最低気温等による気温

モデルを用いた単純な温度解析,大 気温度や舗装表面温

度から,舗 装内部の深さ方向の非線型温度分布を関係式

により推定する簡易手法等がある.ま た姫野ら1)は,近

年比較的入手の容易 となった気象庁のデー タの内,地 域

気象観測システム(AMeDAS:Automated Meteorolo-

gical Dat aAcquisition System)の データを用いて,全

天 日射による舗装表面か らの入熱量を定量的に推定 し,

温度解析を行っている.

アスファル ト混合物は,日 射に対す る吸収率がコンク

リー トなどと比較 しても極めて高いとされる,こ れによ

り日射量のピーク12:00(太 陽時)の1,2時 間後に舗

装表面温度 は,他 の舗装構造のそれに比べて,よ り高い

傾 向を示すことが判 っている.し か し同時に.表 面部が

高温 となるこの時間帯では,舗 装表面か ら大気に向けて

赤外放射(長 波放射)の 形で多 くの熱量が放出 される.

これは,急 激に上昇 した舗装体の温度 と大気温度 との問

で,放 射によって平衡状態 を保 とうとす るためである.

更に夏期のように夜間になっても依然 として温度 の高い

舗装体表面か らは,多 くの熱量が放射 し続けられている.

このよ うに舗装体内の温度 を推定す る場合,舗 装表面

か ら上向きの赤外放射量 と大気から下向きの赤外放射量

の差 に よって定義 され る"正 味 地球 放射 量"(net

terrestrial radiation)や,さ らに 日射による影響を含ん

だ実質的な放射量 となる"正 味放射量"(net radiation)

を計算 し,温 度解析に適用す ることは,よ り正確 な舗装

内部における温度分布の把握 に必要であると思われる.
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実際の舗装表面と大気との境界では,顕 熱輸送量や太

陽と大気からの輻射 ・散乱 ・反射による熱量(全 天日射

量),舗 装表面からの赤外放射量そ して雨水などの気化

によって失われる熱量(潜 熱)等 も考えられる.

そこで本研究では,

① 舗装体内の温度分布に影響すると思われる舗装表面

と大気との境界での現象を示 し,それによる影響因

子を明らかにする.

② 舗装表面における伝熱現象を把握した後,気 象庁の

時別地上気象観測データを用いた舗装内部の温度分

布を推定する手法の構築とその解析結果を示す.

③ 舗装の深さ方向の温度分布を解析的に求め,各 因子

の深さレベルへの影響度について検討ずる.

④ 各因子が,任 意の表 ・基層点における温度変動にど

の程度影響を及ぼすのかを図示し,既 往の解析モデ

ルとの相違による結果の比較をし,本 解析の有用性

を示す.

⑤ 舗装表面での影響因子の日変動量を解析的,定量的に

示し,そ の推移に対する考察を加える.

を目的とする.

なお,こ こでの解析に使用する気象データは,1995

年に東京管区気象台において測定された,1時 間毎の地

上気象観測原簿に記載されたデータである.ま た最近で

は,財 団法人 気象情報支援センターにて,年 度別での

全国各地の気象台におけるこのようなデータが収められ

たCD-ROMを 手軽に入手することも可能である.

2.影 響因子

舗装体内の温度への影響因子は,気 温,太 陽からの輻

射熱,風 速,降 雨そして気化熱などの気象作用となる外

的なものと,地 面からの輻射熱,舗 装構成材料と路床の

熱伝導度,熱 容量ならびに融解潜熱を含む温度特性に帰

する内的なものとがある.

著者は舗装表面と大気との境界において,顕 熱の輸送

量つまり温度の異なる相互間での流体の運動に連動した

熱移動である"対 流熱伝達2)",そ して直達日射量と散

乱 日射量の和である太陽と大気からの輻射 ・散乱 ・反射

による"全 天 日射量".ま た,舗 装表面から大気に向け

て放射される"赤 外放射量(長 波放射量)"と 大気から

の赤外放射量との差によって表される"正 味地球放射

量"を 定義し,そ れにより舗装内部の温度分布を推定す

る.こ こで外的影響因子として考えられる降雨によって

舗装表面に張った雨水の気化による熱量(潜 熱)の 推移

については,熱 伝達率に含めて考える場合もある.し か

しその因子自身の把握が少々困難となり,熱 伝達率に含

めての設定は問題を複雑にする.著 者らは現在,気 化熱

のモデル化は出来ている.し かし実際の舗装では排水等

図-1赤 外放射量の目変動4)

により,雨水の実質的な蒸発可能水量がどの程度である

のか分からない.よ ってここでは気化熱については特に

定義せず,舗 装表面は乾燥状態であるとし,ま た熱伝達

率は文献3)を 参考にして定数値を用いることとする.

(1)赤 外放射量

アスファル ト舗装のような蓄熱特性の高い材料を表 ・

基層に用いている舗装では,日 射量の増加とともにその

温度も上昇し,同 時に舗装表面からの赤外放射量も増加

する.そ してその値は一般 的に午後1時 から2時 にかけ

てピークをむかえるとされ,そ の後は減少 していくもの

の,日 没後における傾向は緩やかなものとなる.こ こで

浅枝 ら4)5)6)に よって測定された8月 における各種舗

装での赤外放射量の日変動量を図-1に 示す。

この測定結果を見ても判るように,ア スファル ト舗装

は,コ ンクリー ト舗装や土に比べて日中の温度上昇量が

極めて高く,そ れに比例して赤外放射量も高くなってい

ることが判る.ま た,ピ ーク後 日射の減少 と共にその量

H小 さくなるが,深 夜でも依然として400W/m2以 上の

赤外放射量が存在している.こ のことから,実 質的な正

味の放射量は,舗 装表面温度が常に大気温度 よりも高い

ことから,上 向きに放射されているものと推測され,内

部温度に与える影響も非常に大きいと思われる.具 体的

な正味地球放射量や正味放射量などのそれぞれの内部温

度への影響については,後 で解析的に示すこととする.

(2)強 制対流熱伝達率

Newtonの 冷却法則の比例係数である熱伝達率は,空

気の熱容量といった流体の物性との関係からも決まって

くるが,流 れの性質,つ まり風速にも強く依存するとさ

れ,そ の時の熱伝達を特に{`強制対流熱伝達"と いう.

自然界に曝された舗装のような構造物では,自 然対流よ

りも強制対流が支配的になるため,そ の大きさを一般的
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図-2大 気と舗装表面におけるエネルギーの授受

に示すのは困難である.こ れまでにおよその値として,

数多くの室内実験によって風速と熱伝達率の関係式が提

案されてきた.し かしそれらの値は区々であり,どれを

用いればよいのか判らない.よ って平均的な風速での熱

伝達率の値として,文 献3)に 記載された5.8W/(m2・K)

を用いた.ま たこの値を用いて舗装表面における熱伝達

量を推定した結果,比 較的妥当な値を得ることができた.

3.舗 装内温度分布の推定方法

舗装表面部は自然環境に曝されていることもあり,図
-2に 示 したような日射や放射などといったさまざまな

影響因子が存在し,そ れ らが舗装内部の熱収支に大きく

影響をしていると思われる.そ のため,こ れまでのよう

に大気温度のみから内部温度を推定することは,精 度上

の限界があり,そ れに替わる理論的な手法を用いて定量

的に推定する必要がある.

著者は,舗 装表面での自然環境に関わる影響因子を明

らかにした境界条件を熱伝導方程式に適用し,よ り実際

の現象に近いモデルの作成を行った.以 下にその手法に

ついて記述する.

(1)支 配方程式

舗装内部の温度を推定する支配方程式として,下 式に

示すような1次 元の熱伝導方程式を用いる.ま たここで

は,各 舗装内における伝熱特性は等方性とする.

(1)

ここで,T:任 意の点における舗装体内温度[℃]

z:舗 装表面か ら深 さ方向にとった軸[m]

K:舗 装材料の熱伝導率[W/(m・K)]

ρ:舗 装材料の密度[kg/m3]

C:舗 装材料の比熱[J/(kg・K)]

t:時 間[hr]

とす る.

(2)初 期条件

初期条件として,各 節点における初期温度を与える必

要がある.し かし,通 常では舗装内部の温度は測定され

ていない.既 存の研究における設定方法には,日 ・月平

均気温や日最高 ・最低気温,実 測舗装内部温度 ・気温等

による気温と舗装体内温度 との定常もしくは非定常な関

係式を導き,そ れにより簡易的に設定しているものが多

い.こ れらは,各 月においての平均的なモデル温度を求

め,設 定しているものであり,つ まり気象条件の似通っ

た期間(夏 期や冬期など)で の極端に大きな内部温度変

動や気候変動は小さいとする仮定を行っている.ま たそ

の初期値の影響は,温 度解析の中で徐々に無くなり,大

きな問題にはならないとされる.

本研究では,日 射による内部温度への直接的な影響の

ない比較的安定した温度分布となる深夜0:00に おける

温度を考える.解 析期間が同時季の時,お よその値を設

定し,順 解析の最後の同時刻0:00に おける温度を初期

温度 として繰返し温度解析を行い,前 回の順解析での各

時刻における結果との温度差が最大で1℃ 以下になるま

で計算を繰り返す.通 常は2,3回 で条件を満たし,そ

の解析結果は,実 測値や関係式から初期値を設定した場

合での結果と,そ の解析過程で一致するようになり,実

用上への影響は小さいと思われる.

(3)境 界条件

a)固 定温度境界

一般に路床上面付近の比較的浅く
,日 温度変化の小さ

い位置に断熱温度境界を設けることがある.著 者 らも温

度解析の結果や実測温度データ等より,舗 装表面下70

から80cm程 度の位置での温度変動は,短 期間において

は日に依らずほぼ零で安定していることを確認している,

また解析において,浅 い位置に境界を設定することは,

解析効率も良い.よ って著者らは,更 に安全側をとって

2mの 位置に固定温度境界を設け,そ の温度を20℃ とし

た.但 し長期の解析では,こ の付近では季節変動などに

よる外的な影響や,構 成材料の伝熱性といった内的な影
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響によって,必 ずしも安定したものではない.そ のため

年間を通して物性や温度変動が安定した,よ り深い位置

に固定温度境界を設定する必要がある.

b)気 象条件等を考慮した大気との境界

舗装表面での気象作用による大気との境界条件は下式

に示す通 りである.

(2)

(3)

ここで,q:舗 装表面における熱流出入量[W/m2]

qcon:対 流熱伝達量[W/m2]

qsol:全 天 日射量による入熱量[W/m2]

qsky:天 空放射量(正 味地球放射量)[W/m2]

である.

(4)舗 装表面での伝熱現象について

舗装表面と大気との境界での解析条件において,伝 熱

現象として挙げた各パラメータについての説明とその定

義式を示す.

a)対 流熱伝達量

対流熱伝達量は,大 気温度と舗装表面温度との差に依

存するとした"Newtonの 冷却法則"に より定義される.

(4)

ここに,qcon:対 流熱伝達量[W/m2]

h:対 流熱伝達率[W/(m2・K)]

Tair:大気温度[℃]

Ts:舗 装表面温度[℃]

となる.ま たここで用いる熱伝達率の値は,平 均的な風

速時での強制対流熱伝達を考え,前 述した定数値を用い

るものとする.

b)全 天日射量

太陽熱がどの程度地表面に吸収 ・蓄熱され,ま た影響

を及ぼしているのかを知る一つの手段として,全 天日射

量を用いて簡易的に推定する方法がある.

全天日射とは,地 表面に太陽から直接入射する直達言

射量と,大 気中の気体分子,雲 粒や塵埃によって散乱 ・

反射された太陽面以外から入射 した散乱日射量の和で表

される日射量のことである.姫 野ら1)は,ＡMeDASデ
ータに記載された時間毎の日照時間データなどから

,理

論式により比較的精度良く各時間における全天日射量を

推定した.ま たその全天日射量を熱伝導解析における境

界条件に用い,ア スファル ト舗装層内の温度分布を推定

している.

本解析においては,気 象庁東京管区気象台の時別地上

気象観測データに記載された1時 間毎の全天日射量を解

析時間毎に換算し用いるものとする.

舗装表面からの日射による入熱量は,単 位面積に単位

時間当たりに入射する全天日射量に,表 層アスファル ト

の吸収率を乗じて求めるものとする.

(5)

ここに,制:全 天 日射量による入熱量[W/m2]

α:吸 収率

S:全 天 日射量[W/m2]

となる.吸 収率は,表 面の物性や性状だけでなく,そ の

彩色によっても異なるとされている.本 解析では,ア ス

ファル トの吸収率の値 として,文 献5)6)を 参考にし

て 「0.90」とした.

c)天 空放射量(正 味地球放射量)

地表面 と大気 との間における放射エネルギー収支を明

らかにする必要がある.つ ま り地表面から大気への相互

の赤外放射量を算出する必要がある.そ こで,射 出率 ε,

温度 露 の舗装面 と,天 空温度 恥 との間における正味

地球放射量を,Berdabl and Martin7)ら によって提案

された次式を用いて求める.

(6)

ここにqsky:天 空放射量(正 味放射量)[W/m2]

ε:射 出率(放 射率)

σ:Stefan-Boltzmann定 数

(=5.67×10-8[W/(m2・K4)])

Tsky:天 空温度[K]

Ts:表 面温度[K]

である.射 出率 εは0〓 ε〓1の 範囲値 をとり,黒 体面に

対する灰色面の熱放射の相対的な大きさを示す量である

が,物 質の違いはもちろん,表 面の温度や状態(酸 化の

有無や粗度)な どによっても異なる値を示すと されてい

る.こ こではアスファル トの射出率を,文 献8)を 参考

に して,平 均的な値 として 「0.90」と設定 した.

天空温度の値 を求めるために,こ れまでに気象観測デ

ータと関連付 けた幾つ もの関係式が提案 され てきた .

1932年 にBrunt9)は,天 空温度 と水蒸気圧 との関係式

を誘導 し,1961年 には,Bliss10)が 天空温度 と露 点温

度の関係 を示 した.ま たその後,Swihbahk(1963)11)

は,天 空温度 と気温 との関係式を導いた.そ して1984

年にBerdahl and Martin7)ら は,自 国アメ リカでの広

範囲に及ぶデータを用いて,露 点温度,乾 球温度そ して

時間の関数 として天空温度を以下の式のように表 した.

(7)

ここで,Tsky:天 空温度[K]

Tair:気 温[K]

Tdp:露 点温度[℃]

t:時 間[hr]

となる.た だし,こ の式は露点温度の範囲が-20～30℃

における実験データをもとに作成 されたものである.天
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(a)気 温,露 点温度,風 速,相 対湿度

(b)全 天日射量,言 照時間

図-3地 上気象観測原簿データ

空と外気の温度差は,一般的に暖かく湿った気候での5℃

程度から冷たく乾燥 した気候における約30℃ の範囲内

にあるものとされ,雲 は快晴時以上に,天 空温度を上げ

る傾向がある.

(5)地 上気象観測データ

解析において必要な気象観測データは,全 天日射量,

気温そして露点温度の3つ であり,1995年 東京管区

気象台において測定された1時 間毎の地上気象観測原簿

に記載されたデータを簡易的に使用する.

解析に用いる気象観測データの期間として,日 射量や

放射量などそれぞれの影響度が最も大きく,そ の量を定

量的に示すことが比較的容易な夏期(8月 の1ヶ 月間)

を選ぶ.ま た言変動量の比較には,気 候が安定した平均

的な気象条件の日(8月8日 ～9日)を 選定し,解 析を

おこなった.こ の期間における気象観測データの内,一

般的なものを図-3に 示す.

本解析では,境 界条件を次に示すような4つ のケース

にわけた.こ れは,各 影響因子が内部温度変動に対して

どの程度影響を及ぼしているかをみるためである.

(8)

(9)

(10)

(11)

ここで,qcon,qsol,qskyは,そ れぞれ対流熱伝達量,全

天 日射量そ して天空放射量を表 している.

解析に必要な舗装構造断面は,図-4に 示すような4

層構造モデルを用いた.ま た各層における物性値につい

ては,文 献による多少のばらつ きはあるものの,文 献2)

3)8)12)～19)を 参考にして,平 均的な値を決

め,表-1に 示すような値 とした.

4.舗 装 内温度分布の推定結 果

(1)舗 装内部温度の日変動比較

4つ の境界条件それぞれ を用いた時における,舗 装内

部の任意の点での 言温度履歴 を図-5～8に 示す.

図-6は,図-5の 条件に日射の影響が加わったため,

舗装表面の最高温度は80℃ を超え,CASE-1に 比べて

図-4舗 装構造断面(4層 構造モデル)

表-1各 舗 装 構 成 層 の物 性値2)3)8)12)～19)
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図-5 CASE-1 図-6 CASE-2

図-7 CASE-3 図-8 CASE-4

50℃近 くも高 く概算 された.ま た,舗 装表面下80cmの

位置では両方 とも温度勾配はほぼ零であるが,そ の値 も

表面からの入熱量が多いCASE-2は 非常に高くなってい

る.CASE-2は,日 射がは じまる7:00か ら急激に舗装

表面での熱収支が活発 になり,最 大となる14:00付 近で

温度 も最高値 となる.し か しCASE-1で は,気 温のみの

影響により急激 な入熱量もないことから,温 度上昇量も

小 さく,最 高値がでる16:00頃 までの立ち上が りも緩や

かである.こ のように 日射の影響を考慮する事で,非 常

に高い温 度にな り,そ の影響度の高 さが判 る.し かし,

この温度は非常に高 く非現実的な値であ り,こ のことか

らも全天 日射量 と顕熱の輸送量(熱 伝達)の みでは十分

な熱収支を評価できないことが判 る.

図-7のCASE-3H,式(6)に 示 したよ うに正味の

地球放射量を舗装表面での境界条件に加 えたものである.

これによりCASE-1よ りも全体の傾向としても低 く算定

されてお り,さ らに舗装の表・基層 にあたるアスファル

ト混合物層の温度 は,3:00か ら6:00に かけて路盤の温

度よりも低 く,こ の時間に最 も多 くの熱量が大気に向け

て放出されている.こ れがいわゆる"放 射冷却"と いわ

れる現象である.CASE-1に おいて,気 温が低 くなった

夜間でのアスファル ト層の温度は,ほ ぼ上層 の路盤の温

度 と変わ らず,こ れにより対流熱伝達の式(4)の みで

は,CAES-2同 様に十分ではない.

図-8のCASE-4は,す べての影響因子を含んだ境界

条件による結果を示 したものであるが,日 射による入熱,

熱量の放射(正 味地球放射)そ して顕熱の輸送(対 流熱

伝達)に より,舗 装体内の温度の日傾 向や最高 ・最低温

度などは,現 実性 のある平均的な値を得ることが出来た.

また,正 味の地球放射量を考慮 しない図-6のCASE-2

と比較 して,表 面での最高温度 が20℃ 近くも下がってい

る.こ のことか ら,日 射のある日中でも多 くの熱量が地

表面から赤外放射 として放出されていることが伺える.

(2)各 パラメータの内部温度分布への影響

図-9に,6:00,10:00,14:00そ して18:00に おける

内部温度 分布 を,各 境界条件のケースについて示す .

CASE-1の 対流熱伝達のみを考えた場合においては,

大きな入熱量 としての影響因子が気温以外にはないため,

温度 の上昇量は小 さい.ま た温度 の日変動量も表面で3℃

程度 しかな く,上 層の路盤付近での温度変動量も非常に

小 さい と言える.
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CASE-1 CASE-2 CASE-3 CASE-4

図-9各 ケースにおける深さ方向の温度分布

日射の影響が加わったCASE-2で は,表 面で1日 に

40℃近い温度変動があり,路 盤でもおおきな変動が見ら

れる.し かし,対 流熱伝達による熱量の移動により,蓄

熱性は極端に大きくあらわれていない.ま た,著 者は対

流熱伝達のない,日 射のみの境界条件においても解析を

行ったが,温 度が摂氏数百度にも達する結果となった.

これは熱の供給量が多く,対 流熱伝達や放射といった現

象がないために起こったと思われる.

CASE-3で は,CASE-1に 比べ,全 体の傾向として低

く概算され,ま た任意の経過時間における深さ方向の層

内温度変化量には,と りわけ大きな違いは見受けられな

かった.こ のことから,正 味の地球放射量による影響に

よって,深 さ方向の舗装体温度の分布形状に対する極端

な影響はないと思われる.

CASE-4は,日 中に受けた日射からの入熱量が,18:00

以降に,放 射と対流の形で大気に放出され,最 高で10℃

以上の温度低下となった.し かし日射がなくとも依然と

して舗装体温度は気温よりも高い.深 さ50cm以 上では,

ほぼ温度も安定しており,この時季での温度変動は,表 ・

基層と上層の路盤部で起こると思われる.但 し,路盤の

下層部における温度は,厳 密には地熱等の影響により必

ずしも年間を通じて安定したものではない.

既往の研究で姫野ら1)は,比 較的精度良くAMeDASデ
ータを用いて温度解析を行っているが

,そ の境界条件は

ここでのCASE-2の 条件に近い.こ の場合,日 射の入熱

量に対して対流による伝達量に実質的な放射量を含めて

扱 うことになる.し かし本解析結果から,放 射量の影響

は大きく,無 視することは出来ないと思われる.結 果の

傾向がCASE-2と4で は似ているため,解 析的には対流

熱伝達量に含める事は上手くいき,便利であるようだが,

解析モデルとしては実際的ではないと思われる.

図-10舗 装面熱収支の日変化

(3)地 表面熱収支の日変化量

CASE-4に おいて,任意の解析言における正味放射量,

舗装表面から大気に向けての赤外放射量,顕 熱の輸送量,

正味地球放射量そして全天 日射による入熱量の日推移を,

図-10に 示 した.

地表面から大気への赤外放射量は常に大きな値であり,

これは常時上向きの放射量が存在していることを示す.

顕熱による輸送量は,他 と比べて小さいが,そ の値が

負になることはなく,こ のことは舗装表面温度が常に外

気よりも高いことを意味している.

正味の放射量は,17:00か ら翌朝6:00に かけて負値で

あり,こ れは上向きの放射(放 射冷却)が 起きているた

めで,こ れにより舗装体温度は夜間に低下していくこと

が判る.
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5.結 論

本研究の結果を要約 し,以 下に示す.

① 舗装内部の温度分布を推定するには,そ の境界条件

に気象作用を考慮する必要がある.

② 地上気象観測データの内,気 温,全 天日射量そして

露点温度の3つ を用いることにより,舗装体温度を

推定することが出来る.

③ 日射は,舗 装体温度 に大きな影響を及ぼすが,放 射

も放射冷却などにより,温度と深く関係 し,必 要な

影響因子である.

④ 舗装表面から上向きには常に多くの赤外放射量が存

在 し,そ の影響は大きい.

⑤ 今回は潜熱の影響を考慮せず,舗 装表面は乾燥状態

と仮定した.今 後,表 面における実質的な蒸発可能

水量の把握により,気 化熱のモデル化を更に確かな

ものにし,数値解析への適用を可能にしたい.
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THERMAL ANALYSIS OF ASPHALT PAVEMENT USING 

METEOROLOGICAL DATA 

Takayoshi SHIINA, Kunihito MATSUI and Smith, T. F. 

Temperature profile in asphalt pavement manifests nonlinear distribution which varies with time. In the past researches, there 

exist two major approaches; one uses a correlation between air temperature and temperature measured in pavement, and the other 

considers the effect of solar radiation. However, asphalt which has a strong characteristics of absorbing and storing heat, also emit the 

heat to the atmosphere. Dust and waterdrop in the atmosphere also radiate heat to pavement This paper presents a general thermal 

flow model between pavement and its surroundings and the effect of factors involved in the model on the temperature distribution in 

pavement using meteorological data
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